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十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
九
日
は
、

「
読
書
週
間
」
で
す
。
昭
和
二
十
二
年
、

「
読
書
の
力
に
よ
っ
て
、
平
和
な
文
化
国

家
を
作
ろ
う
」
と
い
う
決
意
の
も
と
、
十

一
月
十
七
日
か
ら
、
第
一
回
『
読
書
週
間
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
第
二
回

か
ら
は
、
文
化
の
日
を
中
心
と
す
る
二
週

間
と
定
め
ら
れ
、
全
国
に
広
が
っ
て
い
き

ま
し
た
。 

本
校
で
も
、
読
書
意
欲
を
高
め
、
継
続

し
て
読
書
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
育
て
る

た
め
に
、
十
月
十
日
か
ら
二
十
日
ま
で
を

「
校
内
読
書
旬
間
」
と
定
め
、
読
書
郵
便

や
先
生
方
・
保
護
者
の
皆
様
に
よ
る
読
み

聞
か
せ
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
楽
し
そ

う
に
活
動
に
参
加
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち

の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。 

さ
て
、
十
月
十
四
日
の
南
日
本
新
聞
に
、

「
二
十
一
歳
の
六
割
『全
く
本
読
ま
ず
』
」 

と
い
う
見
出
し
を
目
に
し
ま
し
た
。
「
文

部
科
学
省
の
『
二
十
一
世
紀
出
生
児
縦
断

調
査
』
の
結
果
で
、
同
じ
若
者
が
小
学
生

だ
っ
た
当
時
よ
り
も
読
書
量
が
大
き
く
落

ち
込
ん
で
お
り
、
交
流
サ
イ
ト
や
動
画
投

稿
サ
イ
ト
の
普
及
が
一
因
と
指
摘
し
て
い

る
」
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
読
書
の
す

ば
ら
し
さ
、
楽
し
さ
を
子
ど
も
た
ち
や
先

生
方
に
話
し
て
き
た
私
に
と
っ
て
、
不
読

者
六
割
と
い
う
こ
の
記
事
は
衝
撃
的
で
し 
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た
。
藤
原
正
彦
さ
ん
は
「
祖
国
と
は
日
本

語
」
の
中
で
、
「
読
書
は
過
去
も
現
在
も

こ
れ
か
ら
も
、
深
い
知
識
、
な
か
ん
ず
く

教
養
を
獲
得
す
る
た
め
の
ほ
と
ん
ど
唯
一

の
手
段
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
私

も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
は
確
か
に
魅

力
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
読

書
は
必
要
で
あ
り
、
楽
し
い
と
考
え
ま
す
。 

小
・
中
・
高
校
生
の
頃
は
、
朝
の
読
書 

や
学
習
の
時
間
に
、
本
を
読
む
時
間
が
与 

え
ら
れ
、
身
近
に
本
が
あ
る
環
境
も
あ
り 

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
読
書
量
が
あ
る
程 

度
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
高
校
生
の
不 

読
率
は
現
在
で
も
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

主
体
性
を
求
め
ら
れ
る
読
書
に
お
い
て
、 

主
体
性
を
発
揮
す
る
原
動
力
と
な
る
の
は
、

読
書
で
の
感
動
体
験
だ
と
思
い
ま
す
。
一 

人
で
も
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
生
涯
に
わ 

た
っ
て
読
書
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ 

う
に
、
読
書
で
感
動
を
感
じ
さ
せ
る
取
組 

を
今
後
も
継
続
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

今
年
の
読
書
週
間
の
標
語
は
、
「
私
の
ペ

ー
ス
で 

し
お
り
は
進
む
」
で
す
。
感
動 

を
与
え
て
く
れ
る
一
冊
が
あ
な
た
を
待
っ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
本
を
手
に
取
っ
て
み
て 

く
だ
さ
い
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域が育む 

「かごしまの教育」県民週間 

 
11／1(水)～11／7(火) 

 

 この期間は，学校自由参観

を行っております。保護者は

もとより，祖父母や親戚，地

域の方の参観もできます。 

詳しくは，生見小ホームペ

ージか，学校または校区公民

館等に掲示してあるポスター

を御覧ください。→ 

【１ １ 月の主な行事予定】 

 １日(水)～７日(火)地域が育む 

「かごしまの教育」県民週間 

６日(月) 研究授業(３・４年) 

７日(火) 高齢者とのふれあい活動 

８日(水) クラブ活動 

９日(木) 移動図書館 

１１日(土) 土曜授業日 

１７日(金) 門松づくり・PTA レク事前打合せ会 

２２日(水) 学習発表会準備 

２６日(日) 校区ふれあい祭り・学習発表会 

〔２７日(月)：週休日振替〕 

２９日(水) 市小学校音楽会(午前) 委員会活動 

３０日(木) 移動図書館 

今
月
の
一
句 

 

田
ん
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ま
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こ
ん
に
ち
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柚
希 

鹿児島市立 
生見小学校 

鹿児島市 

喜入生見町 

１３６５番地 

TEL-343-0009 

 

朝から天候が気になる中でしたが，「第７７回生見小学校 校区合同秋季大運動

会」が開催されました。 

 今年度は，校区との合同開催が実現できました。当日は，開会式後に小雨が降

り出し，天候状況を鑑みながら，プログラム順を変更して進行する形となりまし

たが，子供たちも校区の方々も，真剣勝負に笑顔ありと，大いに盛り上がった素

晴らしい運動会となりました。 

開閉会式から競技，係の仕事など，校区の皆様の御協力のもとで運動会がスム

ーズに進むことができたことに感謝申し上げます。中学生も積極的に係の仕事に

協力する姿が見られ，校区全体で取り組んだ運動会を小学生は中学生の姿を見

て，将来の自分の中学生像を思い描くことができたのではないかと思います。 

今年度は，児童の部は赤組の優勝，地区は同点となり両地区優勝でした。どち

らの組も「めざせ優勝！力を合わせる生見っ子」のスローガンの言葉どおり，最

後まで勝利を目指してチーム一丸となって頑張っていました。 

 また，今年度も生見校区の伝統的な踊り「おた踊り」を保護者と児童が一緒に

踊り，学校・保護者・地域が一体となった運動会となりました。 

※裏面にも運動会の様子を掲載しております。ご覧ください。 



                                                               

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 「市民あいさつ運動」推進標語で，東柚希 

さんが入選しました。 
 

「おはようが きみとぼくとの オンライン」 

 

※サンエールかごしま１階ロビーにて作品展示が 

あります。（１０／１５～１１／３０） 

 

 

１３日（金）に，３・４年生のみなさんが鹿児島大学の先生を

お招きして，プログラミングについての学習をしました。 

私たちの生活の中で欠かせないプログラミング。実際に指

示を考えて，画面上で動くのか確認したり，応用でゲームを

作成したりと，楽しみながらプログラミングについて学習する

ことができました。 

南日本新聞「オセモコ」こども 五 七 Go！掲載作品 

９月２７日(水)掲載 

はえたたき 何度やっても  

逃げられる 

岡元 海音 

 


